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本
稿
は
、

五匹

一
閂
年
に
施
行
さ
が

は
じ
め
に

一

は

1

め
に

一
児
亨
店
待
処
罰
法
の

二
）
背
景
文
び
連
旨

（
二
）
内
容

（
三
）
児
童
虐
待
事
件
の
手
続

-
1
1
1
応
1直
特
処
罰
法
卜
i
)
1
、一

；
旱
虐
待
の
概
今
心

i

旱
虐
待
犯
罪
に
つ
い

尻
首
1

店
浮
処
alJ
云
り
課
題

お
わ
り
に

い
「
児
童
虐
吋
化
ぃ
□

ー
児
童
亨

□

m1介
を
中
心
に

韓
国
の

ニ
罰
等
に
関
：
る
打
例
よ
（
以
下
で

0
所
釈

金

ジ

ャ

ン
ロ
ロ
店
待
処
罰
怯
し

イ

虐
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罰
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す
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特
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に
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い
て
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[
；
る
役
割
を
効
果
的
に
果

t‘/
｝
/

ILL 

に
同
法
の
課
題
に
つ
い

い
て
提
案
す
る
。

け
』
待
さ
れ
た
児
童
を
保
護

）
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、

二
法
背
景
・
過
程
及
び
内
言
ー¥
f

も
の
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
課
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

」
の
概
要
（
内
容
、

、
有
効
な
対
策
を
考
え

か
つ
て
韓
国
で
は
児
童
虐
待
が
発
生
し
て
も
、

る
も
の
で
あ
る
。
日
本

しl

児
童
虐
待
犯
罪
の

す
る
こ
と

日
本
と
同
様
に
間
題
視
さ
れ
ず
、
子
ど
も
の
し
つ
け
の
問
題
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
児
童
虐
待
が
発
生
し
て
も
被
虐
待
児
童
を
保
護
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
み
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て

(3) 

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
韓
国
に
お
い
て
児
童
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
事
件
や
虐
待
事
件
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
、
児
童
虐
待
が

深
刻
な
社
会
間
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
中
央
児
童
保
護
専
門
機
関
の
統
計
に
よ
る
と
‘
―

1
0
0
一
年
の
児
童
虐

待
申
告
件
数
は
四
一
三
三
件
、
児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
事
件
は
二
六

0
六
件
で
あ
っ
た
が
、
二

0
一
四
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
七

九
一
件
、
一
五

0
二
五
件
に
な
り
、
両
方
と
も
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
き
っ
か
け
に
、
児
童
虐
待

処
罰
法
が
―

1
0
一
四
年
一
月
二
八
日
に
国
会
を
通
過
し
、
同
年
九
月
二
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
児
童
虐
待
処
罰
法
の

制
定
に
よ
り
、
児
童
虐
待
が
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
認
識
さ
れ
る
な
ど
の
変
化
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
虐
待
行
為
者
に
対

す
る
加
重
処
罰
規
定
や
虐
待
へ
の
司
法
機
関
の
介
入
の
強
化
な
ど
被
害
児
童
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
法

の
制
定
に
よ
り
、
児
童
の
法
的
保
護
の
強
化
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
は
深
刻
化
す
る
児
童

虐
待
へ
の
国
の
取
組
み
の
不
十
分
さ
を
非
難
す
る
憔
論
の
反
応
と
し
て
、
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
早
急
に
立
法
化
さ
れ
た

あ
ろ
う
。
ま
た
、
法
律
の
ロ

(j 

囚
連
す
る
判
例
も
必
要
に
了
ー

て
い
な
い

増
加
し
社
会
問
題
化
し

し＼
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児
童
虐
待
は
、
複
数

ロ
実
効
的
な
介
入
が
難
し
く
[

こ
法
律
を
制
定
す
る
こ
と

、
、
、
、
、
、
、
、

っ
て
い
な
い
こ

で
配
偶
者
暴
力
と
児
齊
い
111

ロ
ロ
口

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ド

(11) 

し
て
い
る
。
第
三
に
、

ヽ

I
J
 

1ー

ー
□

刈
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

且待氾罪の処罰等に関する特例法について

韓
国
に
お
い
て
、
刑
法
以
外
で
児
童
虐
待
に
関
す
る
刑
罰
規
定
が
あ
る
法
律
と
し
て
は
、
「
児
童
福
祉
法
(
-
九
八
一
年
）
」
、
「
児

童
•
青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律
(
―

1
0
0
0
年
）
」
、
「
家
庭
暴
力
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
す
る
特
例
法
（
以
下
で
は
、
家
庭
内
暴

力
処
罰
法
と
表
記
す
る
）
（
一
九
九
七
年
）
」
な
ど
が
あ
る
。
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
法
律
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児

童
虐
待
に
関
す
る
特
別
法
制
定
が
求
め
ら
れ
た
理
由
は
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
総
合
的
で
統
一
的
な
規
則
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
だ

と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
諸
法
律
は
、
立
法
目
的
と
処
罰
規
定
が
異
な
り
、
類
似
し
た
事
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
異
な
る
法
律
が
適

ご`

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
法
律
ご
と
に
児
童
の
定
義
も
異
な
る
た
め
、
法
律
の
適
用
の
空
白
が
存
在
し
て
い
た
。
多
く
の

学
者
お
よ
び
実
務
家
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
制
度
・
法
律
の
改
正
が
必
要
だ
と
主
張
し

て
き
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
刑
罰
以
外
の
保
護
処
分
に
つ

い
て
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
保
護
処
分
に
は
例
え
ば
、
虐
待
行
為
者
を
矯
正
す
る
た
め
に
相
談
・
教
育
・
受
講
命
令
お
よ
び
治
療
を

義
務
付
け
る
処
分
な
ど
が
あ
り
、

日
本
の
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
と
表
記
す
る
）

(10) 

(―

1
0
0
八
年
）
」
（
第
一
一
条
の
一
一
）
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
児
童
虐
待
は
家
庭
内
暴
力
の
一
部
と
し
て
配
偶
者

暴
力
と
同
時
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
家
庭
内
暴
力
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
主
張
が
行
わ
れ
た
。
多
く

-
）
背
景
及
び
趣
旨
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I' ) 

v' 

口
同
行
を
、
柑
互
に
要
請
ず
f
□

（
二
）
内
容

る
」
こ
と
で
あ
る

（
三
）
児
童
虐
待
事
件
の
手
続

の
も
の
と
し
て
制
定
さ
仇

し
た
場
合

傍
点
筆
者
）
、
総
合
的

の
職
員
は
、

ロ
鳳
員
が
児
童
虐
待
犯
罪
の

ら
な
け
れ
ば
な

(14) 

CJ
き
る
が
、
措
置
を
し
た

〇
要
請
を
受
け
た
捜
査
機
口

の
長
は
、

組
み
を
通
じ
て
児
童
が
健
康
な
社
会
構
成
員
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

同
法
の
目
的
は
、
「
児
童
虐
待
犯
罪
の
処
罰
及
び
そ
の
手
続
き
に
関
す
る
特
例
並
び
に
被
害
児
童
に
対
す
る
保
護
手
続
及
び
児
童
虐

待
行
為
者
に
対
す
る
保
護
処
分
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
保
護
及
び
児
童
の
健
康
な
社
会
構
成
員
と
し
て
の
成
長
に
資
す

（
同
法
第
一
条
）
。
主
な
内
容
は
、
①
児
童
虐
待
犯
罪
の
構
成
要
件
の
新
設
お
よ
び
加
重
処
罰
の
規
定
、
②
児
童
虐

待
犯
罪
手
続
に
関
す
る
特
例
、
③
児
童
保
護
事
件
に
対
す
る
保
護
処
分
、
④
被
害
児
童
に
対
す
る
保
護
命
令
な
ど
が
あ
る
。
以
下
で
は
、

児
童
虐
待
処
罰
法
の
一
連
の
手
続
き
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

児
童
虐
待
処
罰
法
に
基
づ
い
て
、
児
童
虐
待
犯
罪
の
通
報
を
受
け
た
司
法
警
察
官
ま
た
は
児
童
保
護
専
門
機
関
の
職
員
は
遅
滞
な
く
、

現
場
に
出
動
す
る
。
こ
の
場
合
、
捜
査
機
関
の
長
は
児
童
保
護
専
門
機
関
の
職
員
の
同
行
を
、
ま
た
児
菫
保
護
機
関
の
長
は
司
法
警
察

こ
き
る
よ
う
な
制
度
を
設
1
ロ

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

lll
い
旱
虐
待
に
対
す
る
積
極
的
八
以

口
制
定
理
由
に
つ
い
て

心
処
罰
を
強
化
し
、

の
立
法
が
不
可
欠
だ
と
い

、
こ
の
第

（阪大法学） 66 (1-286) 28ti 



且待氾罪の処罰等に関する特例法について

と
が
で
き
る

（
二
〇

裁
判
官
は
、
職
権
に
よ
い

め
に
必
要
な
受
講
命
令
t
/

分
は
一
年
を
超
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(18) 

IllJU
童
虐
待
致
死
、

そ
の
法
廷
代
理
人
、

が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、

ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
命
令
亭
砂
~

111
心
童
虐
待
を
犯
し
た
児
童
冒
刊
兄
r
い

＇
」
対
し
て
は
加
重
処
罰
を
；
ハ

こ
の
場
合
に
検
察
官
は
、
応
急
措
置
が
と
ら
れ
た
時
か
ら
七
二
時
間
以
内
に
、
緊
急
臨
時
措
置
が
と
ら
れ
た
時
か
ら
四
八
時
間
以
内
に

裁
判
所
に
臨
時
措
置
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
司
法
警
察
官
が
事
件
を
検
察
官
に
送
致
し
た
場
合
、
検
察
官
は
決
定
前
調
査
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
際
、
検
察
官
は
児
童
虐
待
犯
罪
に
つ
い
て
、
児
童
保
護
事
件
の
送
致
、
公
訴
の
提
起
、
又
は
起
訴
猶
予
等

の
処
分
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
児
童
虐
待
行
為
者
の
居
住
地
又
は
検
察
庁
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
護
観
察
所

の
長
に
児
童
虐
待
行
為
者
の
経
歴
、
生
活
環
境
及
び
養
育
能
力
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
調
壺
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
検
察
官
が
児
童
虐
待
犯
罪
を
捜
査
し
た
結
果
、
同
法
で
定
め
た
事
由
を
考
慮
し
て
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
児
童
虐
待
行
為

者
に
対
し
て
相
談
又
は
治
療
若
し
く
は
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
起
訴
猶
予
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
護
事
件
と
し
て
送

致
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
審
理
の
結
果
、
保
護
処
分
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
保
護
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
護
処
分
は
、
児

童
虐
待
行
為
者
に
よ
る
被
害
児
童
又
は
家
族
構
成
員
へ
の
接
近
の
制
限
、
児
童
虐
待
行
為
者
に
対
す
る
杜
会
奉
仕
及
び
受
講
の
命
令
、

保
護
観
察
、
保
護
施
設
へ
の
監
護
委
託
、
医
療
機
関
へ
の
治
療
委
託
、
児
童
保
護
専
門
機
関
又
は
相
談
所
等
へ
の
相
談
委
託
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
処
分
は
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
虐
待
行
為
者
に
対
す
る
社
会
奉
仕
・
受
講
命
令
は
―

1
0
0
時
間
を
、
そ
の
他
の
処

f
り
、
ま
た
は
、

(16) 

瓜
凶
措
置
を
と
る
こ
と
が

わ
ら
ず
虐
待
の
再
発

遅
滞
な
く
検
察
竺

る
場
合
い

な
ら
な
い

5
)
 

(
1
 

〗
盆
⑮
臨
時
措
置
を
と
る
こ

、
応
急
措
置

の
山
ー
ロ

66 (1-287) 287 〔2016.5〕



ヘ
被
害
児
童
の
治
亨

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
児
童
虐
待
処
罰
法
の
第
二
章
『
児
童
虐
待
犯
罪
の
処
罰
に
関
す
る
特
例
』
に
よ
り
、
児
童
虐
待
犯
罪
の
行
為

者
が
児
童
を
死
亡
さ
せ
た
場
合
、
児
童
に
重
大
な
傷
害
が
生
じ
た
場
合
、
常
習
犯
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待
に
対
し

て
加
重
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
加
重
処
罰
の
対
象
に
な
る
「
児
童
虐
待
犯
罪
」
の
概
念

二
）
児
童
虐
待
の
概
念

「
児
童
虐
待
犯
罪
」
と
は
冨
心
童
虐
待
」
の
主
体
を
保
護
者
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
児
童
虐
待
犯
罪
」
概
念
の
問
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
児
童
虐
待
処
罰
法
に
あ
る
「
児
童
」
、
「
保
護
者
」
、
「
児
童
虐
待
」
の
概
念
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す

る
。
同
法
は
児
童
福
祉
法
の
概
念
を
そ
の
ま
ま
準
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
児
童
福
祉
法
第
三
条
第
七
号
に
よ
り
、
児
童
虐
待
と
は

「
保
護
者
を
含
む
成
人
が
、
児
童
の
健
康
若
し
く
は
福
祉
を
害
し
、
又
は
正
常
な
発
達
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
身
体
的
、
精
神
的
若

・
養
育
・
教
育
し
、

て
い
る
。

同
法
に
お
け
-
'□

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

賃，冬
□

児
童
保
護
命
令
は
、

1
1
1
1
/
1、i
児
童
の

よ
り
、
被
害
児
童

児
童
虐
待
処
罰
法
上
の
児
童
虐
待
及
び
児
童
虐
待
犯
罪
の
解
釈

の
者
で
あ
り
（
同
法
第

ニ
雇
傭
等
の

と
が
で
き
る
。

は
接
近
制
限
な
ど

I
l
l
J
u
l
j
l

保
護
専
門
機
関
の
長
の
手
J
I
~
”ー

監
督
す
る
者
を
い
う

後
見
人
、 で
あ
る
¥
/
r
L

縁
故
者
の
家
庭
ま
た ゞ

こ
と
カ
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て
も
良
い
の
か
し
ー
ー
＞

児
童
福
祉
法
の
定
義
を
惰
□

ー

い

児
童
福
祉
法
に
は
、

い
る
が
、

主
に
児
童
福

ti:

り〉

,＇
’¥lI□

VJ
異
な
る
法
律
の
概
念
を
／
J

児
童
虐
待
処
罰
法
の

に
虐
待
被
害
児
童
ロ

信待氾罪の処罰等に関する特例法について

二
条
の
三
）
。

一
号
）
‘
②
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
又
は
児
童
を
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
又
は
長
時
間
の
放
置
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
前
一
一
号
又
は
次
号
に
掲
げ

る
行
為
と
同
様
の
行
為
の
放
置
そ
の
他
の
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と

暴
言
又
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
児
童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け
る
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力
そ
の
他
の
児
童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷

を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と

虐
待
が
発
生
し
た
場
合
、

（
同
条
第
四
号
）
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
定
義
は
、
保
護
者
が
そ
の
監
護

(20) 

す
る
児
童
に
対
し
て
、
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
心
理
的
虐
待
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
本
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
定
義
は
、
韓
国
の
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
定
義
よ
り
も
具
体
的
で
あ
り
、
家
族
構
成
員
間
の
暴
力
の
目
撃
ま
で
児
童

(21) 

虐
待
に
含
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
で
は
児
童
虐
待
の
適
用
対
象
に
な
る
行
為
者
を
保
護
者
に
限
定
し
て
い
る
が
、
韓
国
の
児
童

福
祉
法
で
は
、
虐
待
行
為
者
を
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
成
人
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
護
者
以
外
の
成
人
に
よ
る
児
童

日
本
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
適
用
さ
れ
ず
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
韓
国
で
は
、
児
童
福
祉
法
が
適
用

児
童
虐
待
の
定
義
に
つ
い
て
、

あ
り
、
児
童
福
祉
法
の

日
本
で
は
児
童
虐
待
防
止
法
で
直
接
規
定
し
て
い
る
が
、
韓
国
で
は
、
児
童
虐
待
処
罰
法
に
規
定
せ

こ
と
で
あ
る
（

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
同
条
第
三
号
）
‘
④
児
童
に
対
す
る
著
し
い

ol/
二
護
を
す
る
児
童
に
対
し
で
！

り〉

,
＇
，
外
傷
が
生
じ
、
又
は
生
じ

1
本
で
は
、

て
い
る

（
同
法
第
二

る
こ
と

（
同
法
第
二

（
同
条
第
二
号
）
‘
③
児
童
の

ーI
ー
ロ
〗
宝
里
虐
待
と
は
、
保
護
者
か
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ロ
ー
か
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

しl

i
' □

い
に
検
討
す
る
。

児
童
虐
待
処
罰
法
で
は
児
童
虐
待
犯
罪
を
新
設
し
、
そ
の
概
念
に
つ
い
て
、
保
護
者
に
よ
る
児
童
虐
待
で
あ
っ
て
、
刑
法
上
の
個
人

(23)

（

24)

（

25) 

的
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
一
七
条
に
規
定
さ
れ
た
禁
止
行
為
を
し
た
場
合
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
児
童
虐

，゚
 

6
 
6
 

学大

待
犯
罪
の
適
用
対
象
に
な
る
行
為
者
は
、
保
護
者
に
限
定
し
て
お
り
、
同
法
に
お
け
る
保
護
者
の
定
義
は
、
上
で
見
た
よ
う
に
親
権
者
、
法阪

後
見
人
、
児
童
を
保
護
・
養
育
・
教
育
し
、
又
は
そ
の
義
務
が
あ
る
者
又
は
業
務
・
雇
用
等
の
関
係
で
事
実
上
児
童
を
保
護
・
監
督
す

る
者
を
い
う
。
韓
国
の
児
童
虐
待
処
罰
法
に
よ
り
処
罰
対
象
と
な
る
行
為
者
の
範
囲
は
、
日
本
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
児
童
福

祉
法
で
は
、
保
護
者
を
含
む
成
人
に
よ
る
児
童
虐
待
を
そ
の
規
制
対
象
と
し
て
い
る
一
方
で
、
児
童
虐
待
処
罰
法
の
適
用
対
象
を
保
護

者
に
よ
る
児
童
虐
待
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
多
く
の
児
童
虐
待
が
保
護
者
に
よ
っ
て
家
庭
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
児
童
虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
は
保
護
者
に
対
す
る
刑
事
処
罰
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、

一
般
人
に
よ
る
児
童
虐
待
は
、
刑
法
な
ど
他
の
法
律
に
よ
っ
て
十
分
な
処
罰
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
は
加
重
処

(26) 

罰
を
す
る
必
要
が
相
対
的
に
低
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
処
罰
対
象
を
保
護
者
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
保
護
に
関
す
る
間

ー

児
童
虐
待
犯
罪
の
概
念

（
二
）
児
童
虐
待
犯
罪
に
つ
い
て

て
お
り
、
児
童
福
祉
千
□
〗

IVJ
；
る
国
家
政
策
の

て
一
と
に
つ
い
て
は
、
改
め

ハ
311
以
的
措
置
を
規
定
す
る
法
戸
ロ

¥
I
l
l口
□

心
待
処
罰
法
と

29(〕



I' ) 

児
童
福
祉
法
上

＞
い
神
的
苦
痛
を
与
え

身
体
に
危
険
を
も
た

〇
虐
待
の
概
念
が
一
致
せ
ド

心
こ
と
と
な
る
。
児
童
福
月

□

り
げ
口
々
爪
以
を
惹
起
す
る
程
度
ま
で
六
ー

の
虐
待
と
し
て
認
め
て
い

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
―
ハ

い
見
解
に
よ
れ
ば
、

信待氾罪の処罰等に関する特例法について

を
児
童
虐
待
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童
虐
待
処
罰
法
が
児
童
に
対
し
て
刑
法
の
虐
待
罪
を
含
む
様
々
な
典
型
的
な
犯
罪

行
為
を
犯
し
た
場
合
も
児
童
虐
待
と
し
て
定
義
し
て
い
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
上
の
虐
待
概
念
と
刑
法
上
の
虐
待
概
念
の
関
係
が
問
題

に
な
る
。
で
は
、
児
童
福
祉
法
上
の
虐
待
の
定
義
と
刑
法
上
の
虐
待
の
定
義
は
一
致
す
る
の
か
。
ま
ず
、
韓
国
の
刑
法
は
、
第
二
七
三

条
に
お
い
て
虐
待
罪
を
規
定
し
て
い
る
が
、
虐
待
の
概
念
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。
学
説
で
は
、
刑
法
に
お
け
る
虐
待
を
肉
体
的

(28) 

な
苦
痛
を
与
え
る
行
為
に
限
定
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
多
数
説
は
、
肉
体
的
な
苦
痛
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
行
為
ま
で

(29) 

含
む
と
解
す
る
。
ま
た
、
判
例
は
、
「
虐
待
罪
は
、
自
己
の
保
護
も
し
く
は
監
督
を
受
け
る
者
に
肉
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る
行
為
ま
た

(30) 

は
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
行
為
、
例
え
ば
差
別
す
る
行
為
で
あ
り
」
「
こ
の
よ
う
な
虐
待
行
為
は
刑
法
の
規
定
体
制
上
、
虐
待
と
遺

棄
の
罪
が
同
章
に
位
置
し
て
い
る
事
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
単
純
に
相
手
の
人
格
に
対
す
る
反
人
倫
的
な
侵
害
だ
け
で
は
足
り
ず
、

5
 
6
 ゜
2
 ，
 

少
な
く
と
も
遺
棄
に
準
じ
る
程
度
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
」
で
あ
り
、
性
的
関
係
を
も
っ
た
だ
け
で
は
、

(

3

1

)

2

 

虐
待
に
至
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
韓
国
の
判
例
は
、
刑
法
上
の
虐
待
の
成
立
に
つ
い
て
限
定
的
に
解
釈
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
遣
棄
に
準
じ
る
程
度
の

行
為
を
虐
待
行
為
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
「
遣
棄
に
準
じ
る
程
度
の
行
為
」
と
は
、
保
護
対
象
者
を
保
護
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
生

(『J

い
、
又
は
児
童
の

若
し
く
は
放
任
す
る
＂
□

バ

IllJU
童
福
祉
法
は
、

虐
待
の
定
義
及
び
範
閂

此
康
若
し
く
は
福
祉
を
害
ー

66 (1-291) 



ロ
保
護
す
る
児
童
に
対
し

の
二
分
の
一
ま

同
法
の
制
定
前
に
は
、

月
；
る
加
重
処
罰
を
規
定
し
で
い

児
童
虐
待
の
通
報
義
務
言
IJ

IllJU
童
虐
待
処
罰
法
に
お
い

ol/
；
う
に
児
童
虐
待
致
死

（
同
法
第
五
条

3

児
童
虐
待
犯
罪
と
加
重
処
罰

場
合
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
上
の
虐
待
よ
り
も
そ
の
範
囲
か
狭
く
な
る
。
も
っ
と
も
、
児
菫
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
処
罰

法
は
、
被
害
者
が
児
童
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
刑
法
上
の
虐
待
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
で
あ
る
児
童
は
、

成
人
と
異
な
り
、
成
長
•
発
達
過
程
中
に
あ
る
た
め
、
身
体
的
・
精
神
的
・
性
的
侵
害
が
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
適
切
な
保
護
が
行

わ
れ
な
い
場
合
は
、
正
常
な
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
。
し
た
が
っ
て
、
正
常
な
発
達
を
阻
害
し
、
児
菫
の
福
祉
を
侵
害
す
る
恐
れ
の

2
 ，
 

6
 
6
 

学

あ
る
行
為
で
あ
れ
ば
、
刑
法
上
の
虐
待
に
至
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
児
童
虐
待
処
罰
法
上
の
虐
待
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
。
法大阪

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
児
童
虐
待
処
罰
法
上
の
虐
待
の
範
囲
を
判
例
に
基
づ
く
刑
法
上
の
虐
待
の
範
囲
よ
り
も
広
く
認
め
る
べ
き
か
否

(33) 

か
に
関
す
る
解
釈
上
の
間
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
児
童
虐
待
に
は
児
童
虐
待
処
罰
法
に
よ
っ
て
児
童
虐
待
行
為

者
に
加
重
処
罰
と
い
う
重
い
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
保
護
の
た
め
の
処
分
に
と
ど
ま
る

も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
法
の
補
充
性
原
則
、
明
確
性
の
原
則
の
観
点
か
ら
、
刑
事
処
罰
対
象
に
な
る
虐
待
行
為
と
児
童
保
護

の
た
め
の
処
分
対
象
に
な
る
虐
待
行
為
を
明
確
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

jJ
、
刑
法
上
の
虐
待
は
、

よ
っ
て
遺
棄
に
置
い

崎
休
に
対
す
る
危
険
を
生

お
け
る
児
童
虐
待

遺
棄
及
び
放
任
は
も
し
，

□

性
的
虐
待
も
含
ま
れ
て
1
ー

虐
待
の
範
囲
は
、
刑
法
ー

刑
法
上
の
虐
待
を
へ
＂
ロ

れ
る
。
こ
う
し
て
、

29;> 



昌待氾罪の処罰等に関する特例法について

',,-、¢召碩型と法適用

刑江

始',,イ_1 2年以下の懲役又は1500ガウォン以下の訓金・拘
留・科料

（尊属） 5年以卜の懲役又は700万ウォン以卜の罰令

牡殊暴行 5年以卜の懲役人は1000万ウォン以卜の門令

傷害 7年以卜の懲役、 10年以卜の予t格付廿人は1000万ウ
（暴行致陽） ォン以下の訓金

（＃像）10年以下の懲役又は1500カウォン以下の』令

1年以上10年以卜の懲役

（尊属） 2年以上のん期懲役

3年以上の懲役

（尊属）佃期又は 5年以上の懲役

3年以卜の懲役又は500万ウォン以卜の門令

（尊像）10年以卜の懲役人は1500万ウォン以卜の罰令

妥氾直東 2介以卜の懲役又は300万ウォン以卜の罰金

）戸打 2年以下の慇役又は500ガウォン以下の罰金

噂屈） 5年以下の懲役又は700ガウォン以下の訓金

児辛酔使 5年以下の懲役

追東（）戸打） 7年以下の懲役
致傷 噂屈） 3年以 rの懲役

追東（）戸打） 規定なし

玉傷害

3年以卜の懲役

（尊屈）無期又は 5年以卜の懲役

噂屈）タヒ刑、無期又は 7年以 rの懲役
噂屈）10年以下の懲役又は1500ガウォン以下の訓金

7年以下の懲役

噂屈） 2年以 rの懲役

（特殊監梵）

迅捕（監禁） 1年以卜の懲役

致傷

逮抽 （旧合禁） 2年以上の懲役

陽古

迅捕（監禁） 規定なし

玉傷害

逮抽 （旧合禁） 3年以上の懲役

噂屈）無期又は5年以 rの懲役

66 (1-293) 293 〔2。16・5〕
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怯

規定なし 規定なし

5年以卜の懲

役又は3000ガ
ウォン以卜の
エcロlJノ、I,:

規定なし

5年以卜の懲
役又は3000万
ウォン以下の

罰金

5年以下の懲
役又は3000ガ
ウォン以卜の

罰金

規定なし

3年以卜の懲

役

'I 

規定なし

3年以卜の懲

役

飢［期又は 5年



び
明
確
性
原
則
の
違
反
の

て
い
る
。
こ
の

見
ljl

に
待
犯
罪
に
当
た
る
行
為
”
ー

[{11行
為
を
児
童
虐
待
犯
罪
！

f
1
1
1
l
u
い
！
旱
福
祉
法
の
禁
止
規
定
に

い
こ
刑
法
の
補
充
性
原
則
の
ぃ

□

仄

い
る
が
、

児
童
虐
待
処
§
(
(
(
~
~
'
’

為
者
が
よ
り
重
く
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
法
に
お
い
て
は
、
児
童
に
対
す
る
殺
害
の
特
別
規
定
が
な
い
た
め
、
刑

法
上
の
殺
人
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
場
合
、
行
為
者
と
被
害
者
が
直
系
尊
属
の
関
係
で
あ
れ
ば
、
加
害
者
に
死

刑
、
無
期
又
は
七
年
以
上
の
懲
役
が
直
系
尊
属
の
関
係
で
な
け
れ
ば
、
死
刑
、
無
期
又
は
五
年
以
上
の
懲
役
が
科
さ
れ
る
。
韓
国
は
事

実
上
死
刑
廃
止
国
家
で
あ
る
た
め
、
死
刑
を
除
く
と
、
普
通
殺
人
罪
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
遺
棄
（
虐
待
）
致
死
と
傷
害
（
暴
行
）

致
死
の
法
定
刑
と
同
様
に
な
る
。
前
者
は
故
意
犯
で
あ
り
、
後
者
は
過
失
犯
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
は
、
故
意
犯
処
罰
を
原
則
に
し
て
、
両
者
の
責
任
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
を
認
め
異
な
る
法
定
刑
を
規
定
し
て
い
る
現
行
刑
法
に

日
本
の
児
童
虐
待
防
止
法
と
は
異
な
り
、
韓
国
の
児
童
虐
待
処
罰
法
は
、
犯
罪
構
成
要
件
に
関
し
て
、
第
一
に
、
常
習
犯
と
加
重
犯

以
外
に
犯
罪
構
成
要
件
を
直
接
規
定
し
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
児
童
虐
待
の
概
念
と
児
童
虐
待
犯
罪
の
概
念
を
同
じ
条
文
で
規
定
し
て

ぶ34)

い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
児
童
福
祉
法
で
は
、
第
一
七
条
に
一の

禁
止
行
為

二
項
）
を
除
い
た
す
べ

一
種
類
の
禁
止
行
為
を
規
定
し
、
同
行
為
違
反
を
犯
罪
と
し
て
規
定

四
児
童
虐
待
処
罰
法
の
課
題

反
す
る
結
果
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

が
、
後
者
の
場
合
は
別
竺

し
瓜
り
執
行
猶
予
の
対
象
に
入
：
ロ

しぶ

(/>

よ
り
、
児
童
虐
待
犯
丁
，
□

冒
象
に
な
る
た
め
、

る
こ
と
に
な
る

(/>

る
可
能
性
か
い
/

り
児
童
が
死
亡
し
た
場
へ
ll

¥
げ
］
ぶ
が
適
用
さ
れ
三
年
以
上
の

が
、
制
定
後
は
、

（阪大法学） 66 (1-294) 29,1 



且待氾罪の処罰等に関する特例法について

l
た
、
上
記
の
問
題
を
解
閃
：
バ

為
（
精
神
的
虐
待
行
為
）

で
、
刑
事
的
介
入
よ
り
、

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、
広
く
規
定
さ
れ
て
い

お
け
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

で
な
く

を
区
別
す
る
必
叫
か

た
め

童
虐
待
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
し
難
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
児
菫
虐
待
処
罰
法
に
よ
っ
て
児
童

虐
待
犯
罪
と
し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
重
い
処
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
刑
事
処
罰
の
対
象
に
な
る
行
為
は
、

明
確
性
の
原
則
を
充
た
し
、
予
見
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
児
童
福
祉
法
の
禁
止
規
定
の
う
ち
、
特
に
情
緒
的
虐
待
行

は
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
法
律
上
予
見
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
児
童
虐
待
処
罰
法
で
は
、

児
童
虐
待
犯
罪
の
処
罰
と
、
被
虐
待
児
童
に
対
す
る
保
護
及
び
児
童
虐
待
行
為
者
に
対
す
る
保
護
処
分
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
前
者
と
後
者
の
法
的
効
果
は
非
常
に
異
な
る
た
め
、
前
者
の
刑
事
制
裁
の
対
象
に
な
る
行
為
と
、
後
者
の
児
童
保
護
事
件
の

対
象
に
な
る
行
為
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
保
護
者
に
よ
る
精
神
的
虐
待
は
、
児
童

を
無
視
し
た
り
、
拒
否
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
に
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
行
為
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
こ
の

ょ
う
な
行
為
は
刑
法
上
の
犯
罪
に
は
当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
行
為
に
よ
り
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
な
ど
の
精

神
的
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
は
犯
罪
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
外
部
か
ら
発
見
が
難
し
く
、
刑
法
上
の

(38) 

虐
待
に
該
当
す
る
こ
と
を
客
観
的
に
立
証
す
る
こ
と
も
簡
単
で
は
な
い
た
め
、
司
法
が
介
入
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
家
庭
内
暴
力
の

，
 

2
 

一
種
で
あ
る
児
童
虐
待
は
、
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
恐
れ
、
す
な
わ
ち
精
神
的
虐
待
か
ら
身
体
的
虐
待
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

66

の
職
員
も
、
あ
る
行
為
：
111111

に
対
す
る
効
果
的
な
予
店
Ol/

ー
＞
口
明
確
に
認
識
す
る
こ
と

こ
と
が
で
き
ず
、
品）

層
難
し
く
な
っ
て
い
る
（

の
禁
止
規
定
は
非
常
”
ぃ
閂

詞
定
は
も
ち
ろ
ん
、

295 〔2016.5〕



の 虐
待

If 

ラ
ム
は
、

ア
メ
リ

ハ
ロ
〗
度
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ

I k[ 

u韓
よ
り
進
ん
で
い
る
。

。
家
庭
内
暴
力
の
加
害
言

兄笠虐待と兄笠虐待犯罪の概念

児立虐待

兄笠虐待犯罪

児堂術利法による規定 虐待

凡法による規定

兄堂虐待

児笠虐待処罰法による規定

犯
罪
性
向
・
行
為
者

の
処
罰
に
関
す
る
特
例
に
よ
り
加
重
処
罰
さ
れ
る
「
児
童
虐
待
犯
罪
」
の
概
念
に
つ
い
て
、

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
児
童
虐
待
は
児
童
虐
待
犯
罪
を
含
む
、

よ
り
特
定
し
な
け

よ
り
広
い
概
念
と
し
て
理
解
で
き
る

[
表
二
〕
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
同
法
で
規
定
し
て
い
る
刑
法
の
個
人
的
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
を

基
本
的
な
児
童
虐
待
犯
罪
で
あ
る
と
規
定
し
、
そ
の
他
、
児
童
虐
待
犯
罪
に
包
含
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行

為
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
処
罰
法
に
お
い
て
、
直
接
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

児
童
虐
待
処
罰
法
の
規
定
に
よ
り
、
重
大
な
結
果
が
発
生
し
た
場
合
、
又
は
常
習
的
な
虐
待
が
発
生
し
た
場

合
、
刑
を
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
常
習
的
に
児
童
虐
待
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
、
そ
の
罪
に
つ

い
て
定
め
た
刑
の
う
ち
、
最
も
重
い
刑
に
そ
の
二
分
の
一
を
加
え
た
も
の
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
加
重
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
家
庭
内
暴
力
は
反
復
し
て
発
生
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
暴
力
行
為
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
重
い
処
罰
よ
り
、
教
育
・
相
談
な
ど
暴
力
再
発
防
止
の
た
め
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
常
習
犯
の
よ
う

に
犯
罪
を
繰
り
返
す
者
に
対
し
て
、
厳
罰
が
唯
一
の
方
法
で
は
な
く
、
逆
に
犯
罪
者
の
矯
正
•
更
生
お
よ
び
社

(39) 

会
復
帰
な
ど
の
阻
害
要
因
と
し
て
作
用
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
常
習
的
な
虐
待
行
為
者
に
対
し
て
、

暴
力
的
な
行
為
を
矯
正

（
上
記
の

れ
る
。

の
概
念
に
つ
い
て

□

fL
衣
を
維
持
し
、

児
童
虐
待
~
9月

す
恐
仇

あ
る
。

汎
念
を
児
童
虐
待
犯
罪
に
位
り
：
八
い

1

1

3

児
童
虐
待
の
概
念
は
そ

9

月
詞
法
定
主
義
に
反
す
る
と

よ
り
異
な
る
結
果
を
も
た
）

（阪大法学） 66 (1-296) 29ti 



八
結
果
に
な
る
余
地
が
あ
ブ
□

信待氾罪の処罰等に関する特例法について

者
に
重
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
必
ず
し
も
被
害
者
の
利
益
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
常
習
性
だ
け
を
判
断
し
加
重
処
罰

す
る
よ
り
、
家
族
関
係
の
回
復
可
能
性
、
矯
正
可
能
性
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
、
適
切
な
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、
児
童
虐
待
処
罰
法
に
お
け
る
児
童
虐
待
犯
罪
は
「
保
護
者
」
に
よ
る
虐
待
に
限
定
さ
れ
て
い
る
一
方
、
児
童
福
祉
法
に
お

け
る
児
童
虐
待
は
、
保
護
者
を
含
ん
だ
成
人
に
よ
る
虐
待
を
意
味
す
る
。
児
童
虐
待
処
罰
法
は
虐
待
の
主
体
を
保
護
者
に
限
定
し
て
い

る
た
め
、
保
護
者
で
は
な
い
者
に
よ
る
児
童
虐
待
に
は
、
児
童
虐
待
処
罰
法
が
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
保
護
者
に
よ
る
虐
待
が
、

す
べ
て
の
虐
待
の
う
ち
で
高
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、
被
害
者
と
加
害
者
が
親
子
の
よ
う
に
特
殊
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
考

慮
し
、
法
律
に
反
映
し
た
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
保
護
者
以
外
の
成
人
に
よ
る
児
童
虐
待
は
、
児
童
虐
待
処
罰
法
の
適
用

対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
現
行
犯
で
な
い
限
り
令
状
な
し
で
虐
待
行
為
者
に
強
制
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
法
に
よ
る
応
急
措

置
や
緊
急
臨
時
措
置
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
事
例
に
お
い
て
暴
力
が
再
び
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
き
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
可
能
な
措
置
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
法
に
よ
る
と
「
児
童
虐
待
行
為
者
」
は
児
童
虐
待
犯
罪
を
犯
し
た

者
及
び
そ
の
共
犯
を
い
う
が
、
そ
の
共
犯
も
保
護
処
分
の
対
象
に
な
る
の
か
と
い
う
間
題
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
児
童
虐
待
犯
罪

の
主
体
を
保
護
者
に
限
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
保
護
処
分
の
対
象
の
範
囲
も
限
定
し
て
い
る
の
か
が
明
確
で
は
な
く
、
解
釈
に
よ
り
異

月
；
る
厳
罰
に
よ
る

被
害
者
と
加
害
者
の

り〉

ー
：
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

I' ) 

あ
ろ
う
。
常
習
的
に
繰
い

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
完
了
後
に

配
偶
者
暴
力
な
）

こ
と
を
示
す
研
究
が
あ
い
ー
＼

以
り
組
む
た
め
に
は
、

参
考
に
し
な
け
れ
ば
な

66 (1-297) 297 〔2016.5〕



法
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
立
法
・
改
正
に
よ
り
、
児
童
虐
待
を
防
止
し
被
虐
待
児
童
を
保
護
す
る
た
め
の
国
家
と
社
会
の
責
任
が
強

化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
非
常
に
望
ま
し
い
変
化
で
あ
る
と
思
う
。
同
法
の
制
定
に
よ
り
、
児
童
虐
待
犯
罪
の
処
罰
に
関
す
る
特
例
、
早
期

発
見
の
た
め
の
通
報
義
務
強
化
、
被
害
児
童
に
対
す
る
保
護
な
ど
が
規
定
さ
れ
、
児
童
虐
待
を
犯
罪
と
し
て
認
識
し
、
積
極
的
に
介
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
法
は
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
ず
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、

残
さ
れ
た
課
題
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
同
法
に
お
け
る
児
童
虐
待
犯
罪
の
概
念
及
び
範
囲
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
被
虐
待
児
童
の
保
護
の
た
め
の
介
入
の
体
系
上
の
問
題
、
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組
み
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
稿
で
取
り
扱
い
、
日
本
の
児
童
虐
待
へ
の
対
応
と
比
較
し
て
、
更
に
深
い
考
察
を
試
み
た
い
。

(
l
)

厚
生
労
働
省
「
児
童
虐
侍
の
定
義
と
現
状
」

(http:/＼
 w
w
w
.
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
 ¥
 se
i
s
a
k
u
n
i
t
s
u
i
t
e
 ¥
 bu
n
y
a
 ¥
 ko
d
o
m
o
 ¥
 ko
d
o
m
o
_
k
o
s
o
d
a
t
e
 ¥
 dv
 ¥
 

di ¥
 ab
o
u
t
 ,
 
01.pdf) 
if
参
照
。

(
2
)

イ
チ
ャ
ン
ヨ
ソ
プ
「
児
童
虐
待
に
関
す
る
刑
事
法
的
考
察
」
一
鑑
法
学
第
二

0
号
（
二

0
―
-
）
三
四
八
頁
。

(
3
)

例
え
は
、
二

0
0
六
年
二
月
ソ
ウ
ル
市
で
発
生
し
た
女
児
(
-
―
歳
）
強
姦
殺
人
事
件
、
二

0
0
八
年
―
二
月
安
山
市
で
登
校
中
の
女
児

（
八
歳
）
を
レ
イ
プ
し
た
事
件
、
二

0
―
二
年
七
月
統
螢
市
で
八
空
生
し
た
女
児

(
1
0
歳
）
強
姦
殺
人
事
件
な
ど
が
あ
る
。

4
)

例
え
ば
、
二

0
0
八
ゲ
し
/
;
I
i
i
n
{
‘

＼

生

年

に

蔚

山

市

お

よ

び

漆

谷

中

し

：

る

児

童

死

亡

事

件

な

ど

が

あ

ハ

り
）
こ
の
一
三
年
間
で
児
予
山
I
I
I
I
I
I
I人
念

nlり
'
-
1
1い

11
山
待
の
疑
い
が
あ
る
事
件
は
、
1□

八
口
，
増
加
し
た
。
韓
国
中
央
児
童
□

4
怜
i

機
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
、
ー
ニ
!
]
□

“
'
二
，
二
'
〗

1
e
w

¥
 pa
g
e
 ¥
 

sts
—

report.php• 

0
一
六
年
二
月
一
五

B°

6
)

上
記
の
事
件
を
き
っ
力
1
1
,

、
つ
い
て
世
論
の
非
難
が
高
主
り

0
0

位
で
あ
っ
た
児
童
虐
特
~
〗
J

胃
国
の
国
家
や
刑
事
司
法
門
口
i
[

五

て
一
貰
し

が
、
近
年
、
児
童
虐
待
机
"
3

刀
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且待氾罪の処罰等に関する特例法について

法
が
三

0
位

に

な

り

最

通

過

し

た

と

報

道

さ

れ

h
t
m
t
?
i
d
x
n
o
 11 6
4
6
。

最

終

一

！

、

―

-

月

二

日

。

乙
キ
ム
ス
ル
ギ
「
刷
定

□

ロ

ー

＂

！

ー

に

関

す

る

特

例

法

』

検

討

」

号

（

二

0
一
四
）
二

0
三
頁
ぃ
f

8
)

例
え
ば
、
児
童
糧
祉
千
／

を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
損
傷
が
生
じ
な
い
暴
行
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
一
方
、
青
少
年
保
護
法
第
二

条
七
で
は
、
青
少
年
暴
カ
・
虐
待
を
「
暴
力
や
虐
待
に
よ
り
青
少
年
に
身
体
的
・
梢
神
的
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
」
と
定
義
し
て
お
り
、
身
体

的
損
傷
を
要
求
し
な
い
。
キ
ム
ハ
ク
シ
ャ
「
児
童
暴
力
に
対
す
る
刑
事
法
的
分
析
と
立
法
・
訓
度
的
対
策
」
法
曹
第
五
七
巻
一
号
（
二

0
0
八）

ニ―

1
0
頁
以
下
。

(
9
)

児
童
憚
祉
法
お
よ
び
家
庭
暴
力
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
す
る
特
例
法
に
お
け
る
児
童
は
一
八
歳
未
満
の
人
で
あ
り
、
児
童
・
青
少
年
の
性
保
護

に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
児
童
は
一
九
歳
未
満
の
人
で
あ
る
。

(10)

チ
ェ
ヨ
ン
ジ
ン
「
児
童
福
祉
法
上
児
童
虐
侍
に
関
す
る
法
的
課
題
」
圃
光
法
学
第
二
四
巻
第
三
号
（
二

0
0
八
）
三
二
七
頁
。

(11)

イ
ホ
ジ
ュ
ン
「
児
童
虐
待
対
応
シ
ス
テ
ム
の
間
題
と
専
門
法
院
罰
度
の
導
入
方
法
」
被
害
者
学
研
究
第
一
五
巻
第
二
号
（
二

0
0
七
）
ニ
ニ

二
頁
以
下
、
キ
ム
ジ
ャ
ン
デ
ィ
「
配
偶
者
暴
カ
・
児
童
虐
待
被
害
者
の
保
護
方
法
」
一
鑑
法
学
第
二
三
号
（
二

0
―
二
）
三

0
五
頁
以
下
。

(
1
2
)ク
ア
ソ
ク
ビ
ョ
ン
ソ
ン
「
児
童
虐
待
の
刑
事
政
策
的
対
応
」
法
学
研
究
第
三
一
巻
（
二

0
0

八
）
四
四
四
頁
以
下
、
キ
ム
ハ
ク
ジ
ャ
•
前
掲

論
文
（
注
8
)

一
四
九
頁
以
下
。

(13)

韓
匡
匡
家
法
令
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
、

h
t
t
p
・ミ
w
w
w
.
l
a
w
.
g
o
.
k
r
¥
 lsEfinfoP.do ?JsiSeq 11 1
5
0
7
5
3
#

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
[

二
0
一
六
年
三
月
一
日
。

(14)

応
急
措
置
は
、
虐
待
行
為
の
抑
止
、
被
害
児
童
か
ら
の
隠
離
、
被
害
児
童
の
保
護
施
設
や
医
療
機
関
へ
の
引
渡
し
が
あ
り
、
そ
の
際
、
被
害

児
童
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
第
―
二
条
）
。

l
t
i
)裁判
所
の
臨
時
措
置
竺

□
i
万
＇
：
~
；
／
~
い
し
〕
ぬ
ふ
/
ふ
ぷ
い
と
き
、
警
察
官
、
被
害
旧
ハ
＂
ロ

機
関
の
長
の
申
請
に
よ
り
、

t
"
：
い

:r?"[
二
]
去
命
令
‘
1
0
0
メ
ー
ト
ル
以

の
措
置
（
同
法
第
一
九
条
竺

i
"＂
で
〗
；
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同

"
j

ゾ
，
ロ
~
け
一
去
命
令

‘
1
0
0

メ
ー
ト
几

16)

臨
時
措
置
の
内
容
は

ぃ
〗
気
通
信
を
利
用
し
た
接
近

弁
護
士
若
し
く
は
児
童
保
誨
、
山
1111

ロ
気
通
信
を
利
用
し
た
接
近

〖
/
，
〗
ぷ
/
]
ゞ
＂
□

k
o
o
k
c
o
r
n
 ¥
 
n
e
w
s
 ¥
 article¥
、ロ
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親
権
又
は
後
見
人
の
権
限

で
あ
る
。

rI)

こ
の
場
合
、
事
件
の
j

[

[
奴‘

の
法
廷
代
理
人
の
意
思
を
考
ふ
!
!
！
・

(18)

傷
害
、
暴
行
、
遣
棄
、
逮
捕
、
監
禁
な
ど
を
氾
し
た
者
が
児
童
を
死
亡
さ
せ
た
と
き
は
、
無
期
又
は
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
（
同
法
第

四
条
）
。

(19)

傷
害
、
暴
行
、
遣
棄
、
逮
捕
、
監
禁
な
ど
を
氾
し
た
者
が
児
童
の
生
命
に
対
す
る
危
険
を
生
じ
さ
せ
、
又
は
後
遣
障
害
若
し
く
は
難
治
疾
患

に
至
ら
し
め
た
と
き
は
、
三
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。

(20)

橋
爪
幸
代
「
近
親
間
虐
待
へ
の
法
的
対
応
ー
日
英
制
度
比
較
ー
」
現
代
法
学
第
二

0
号
（
二

0
―
-
）
一
九
九
頁
、
小
島
妙
子
『
D
V
・
ス

ト
ー
カ
ー
対
策
の
法
と
実
務
」
（
民
事
法
研
究
会
、
二

0
一
四
）
五

0
頁
以
下
。

(21)

児
童
虐
侍
防
止
法
に
お
け
る
保
護
者
は
、
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
を
い
う
。

(22)

キ
ム
ス
ル
ギ
・
前
掲
論
文
（
注

t
1
)
-
-
0
五
頁
以
下
。

(23)

同
法
第
二
条
第
四
項
「
児
童
虐
待
氾
罪
」
と
は
、
保
護
者
に
よ
る
児
童
虐
待
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

を
い
う
。
イ
）
「
刑
法
」
第
二
絹
第
二
五
章
傷
害
及
び
暴
行
の
罪
の
う
ち
第
二
五
七
条
（
傷
害
）
第
一
項
、
第
三
項
、
第
二
六
0
条
（
暴
行
）
第

一
項
、
第
二
六
一
条
（
特
殊
暴
行
）
及
び
第
二
六
二
条
（
暴
行
致
死
傷
（
傷
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
に
限
る
。
）
）
の
罪
、
口
）
「
刑
法
」
第
二
編

第
二
八
章
遺
棄
及
び
虐
侍
の
罪
の
う
ち
第
二
じ
一
条
（
遺
棄
）
第
一
項
、
第
二
七
二
条
（
嬰
児
遺
棄
）
、
第
二
じ
三
条
（
虐
待
）
第
一
項
、
第
二

じ
四
条
（
児
童
酷
使
）
及
び
第
二
じ
五
条
（
遺
棄
等
致
死
傷
（
傷
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
に
限
る
。
）
）
の
罪
、
ハ
）
「
刑
法
」
第
二
糧
第
二
九
章

逮
捕
及
び
監
禁
の
罪
の
う
ち
第
二
じ
六
条
（
逮
捕
及
び
監
禁
）
第
一
項
、
第
二
じ
七
条
（
重
逮
捕
及
び
重
監
禁
）
第
一
項
、
第
二
七
八
条
（
特
殊

逮
捕
及
び
特
殊
監
禁
）
、
第
二
八

0
条
（
未
遂
罪
）
及
び
第
二
八
一
条
（
逮
揺
及
び
監
禁
等
致
死
傷
（
傷
害
を
生
し
さ
せ
た
と
き
に
限
る
。
）
）
の

罪
、
二
）
「
刑
法
」
第
二
第
口
！

f

ー

□

1
1
,！
第
二
八
三
条
（
脅
追
）
第
一
！
ー
仄
宵
迫
）
及
び
第
二
八
六
条
（
メ
{
〗
]

罪
）
の
罪
、
ホ
）
「
刑
法
」
[
3
岱
直
／

3
!
“
〗
[
命
拐
及
び
人
身
売
買
の
罪
の
、
へ

/
q
者
略
取
及
び
誘
拐
）
、
第
二
八
八

条
（
わ
い
せ
つ
等
目
的
略

11乃入、
i
f
i
l
l
f
i

！

八

几

条

（

人

身

売

買

）

及

び

第

，

、

売

買

及

び

移

送

等

傷

害

及

＂

／

：

＇

傷

）

の

罪

、

へ

）

「

刑

法

」

い

せ

つ

の

罪

の

う

ち

第

ん

七

条

の

二

（

類

似

強

姦

）

、

尺
害
者
と
加
害
者
の
関
係

相
談
・
教
育
委
託
、
医
療
樗
□

/

□
(
'
□'
9
)
桝
[
(
)
，
改
善
可
能
性
、
被
害
児
童
又
ふ
〗

の
留
置
場
又
は
拘
置
所
へ

（阪大法学） 66 (1-300) 30(〕



且待氾罪の処罰等に関する特例法について

九
九
条

U
条
（
未
遂
罪
）
、
第
三

0

、
第
三

0
一
条
の
二

等

殺

人

及

び

致

死

）

、

第

三

）

嘉

対

す

る

姦

淫

）

、

第

三

0
三

条

こ

奴

淫

）

及

び

第

三

0
五
条

年
者
に
対
す
る
姦
淫
及
び
わ
/
/
)
、
厄
法
」
第
二
絹
第
三
三
章
名
2

い一

0
七
条
（
名
誉
毀
損
）
、
第

九

条

（

出

版

物

等

に

よ

る

グ

条

（

侮

辱

）

の

罪

、

チ

）

「

II

ハ
仕
居
を
侵
す
罪
の
う
ち
第
一
―
^

条
（
住
居
及
び
身
体
捜
索
）
の
罪
、
リ
）
「
刑
法
」
第
二
絹
第
三
七
章
権
利
の
行
使
を
妨
害
す
る
罪
の
う
ち
第
三
二
四
条
（
強
要
）
及
び
第
三
二

四
条
の
五
（
未
遂
罪
）
（
第
三
二
四
条
の
罪
に
限
る
。
）
の
罪
、
ヌ
）
「
刑
法
」
第
二
絹
第
三
九
章
詐
欺
及
び
恐
喝
の
罪
の
う
ち
第
三
五

0
条
（
恐

喝
）
及
び
第
三
五
二
条
（
未
遂
罪
）
（
第
三
五

0
条
の
罪
に
限
る
。
）
の
罪
、
ル
）
「
刑
法
」
第
二
絹
第
四
二
章
損
壊
の
罪
の
う
ち
第
三
六
六
条

（
器
物
損
壊
等
）
の
罪
、
ヲ
）
「
児
童
糧
祉
法
」
第
七
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
（
第
三
号
の
罪
を
除
く
。
）
、
ワ
）
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
罪
で

あ
っ
て
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
加
重
処
罰
さ
れ
る
罪
力
）
。
第
四
条
（
児
童
虐
侍
致
死
）
、
第
五
条
（
児
童
虐
待
重
傷
害
）
及
び
第
六
条
（
常
習

犯
）
の
罪
。

(24)

児
童
福
祉
法
第
一
七
条
の
禁
止
行
為
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
そ
の
う
ち
、
第
三
項
の
罪
は
除
外
す
る
）
。

1
．
児
童
を
売
買
す
る
行
為
、

2
．
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
、
又
は
淫
行
を
媒
介
す
る
行
為
若
し
く
は
児
童
に
性
的
羞
恥
心
を
与
え
る
セ
ク
ハ
ラ
、
性
的
嬰
行
等
の
虐
待
行
為
、

3
.

児
童
の
身
体
に
損
傷
を
与
え
、
若
し
く
は
身
体
の
健
康
及
び
発
達
を
害
す
る
身
体
的
虐
待
行
為
、

4
．
削
除
、

5
．
児
童
の
精
神
的
な
健
康
及
び

発
達
に
害
を
及
ぽ
す
情
緒
的
虐
待
行
為
、

6
．
自
身
の
保
護
・
監
督
を
受
け
る
児
童
を
遣
棄
し
、
又
は
衣
食
住
を
含
む
基
本
的
保
護
・
養
育
及
び

治
療
を
怠
る
放
任
行
為
、

7
．
障
害
を
持
っ
た
児
童
を
公
衆
に
観
覧
さ
せ
る
行
為
、

8
．
児
童
に
求
乞
を
さ
せ
、
又
は
児
童
を
杓
用
し
て
求
乞
す

る
行
為
、

9
．
公
衆
の
娯
楽
又
は
興
行
を
目
的
と
し
て
児
童
の
健
康
又
は
安
全
を
害
す
る
由
芸
を
さ
せ
る
行
為
、

10
．
正
当
な
権
限
を
有
す
る
斡

旋
機
関
以
外
の
者
が
児
童
の
養
育
を
斡
旋
し
て
金
品
を
取
褐
す
る
行
為
、

11
．
児
童
の
た
め
に
贈
与
さ
れ
又
は
給
与
さ
れ
た
金
品
を
そ
の
目
的
以

外
の
用
途
に
使
用
す
る
行
為
。

(25)

児
童
虐
待
氾
罪
の
該
当
す
る
罪
に
は
、
刑
法
の
規
定
の
う
ち
家
庭
内
暴
力
処
罰
法
第
二
条
第
三
号
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
対
象
は
家
庭
□

：口
□

‘
]
,
J
)
/

心
，
ロ
ナ
冷
]
/
]
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
て
い

j

/

t

[

／
ぷ
，
ら
な
い
。
コ
ミ
ョ
ン
ス
「

虐
侍
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
ナ
‘
9□
し
グ
9
/
[
I
i
i口
〗
ー
I

る
刑
法
的
考
察
」
ソ
ウ
ル
怯
〗
，
T
[
0
-

四
）
四
八
頁
以
下
。
＇

っ

て

、

児

童

虐

待

の

特

ロ

―

な

っ

て

い

る

か

が

問

題

と

な

ハ

ぅ

、

指

撞

に

と

ど

め

る

。

26)

カ

ン

ド

ン

ウ

ソ

ク

し

す

る

批

判

的

検

討

」

法

学

詮

人

山

0
一
四
）
一
六
八
頁
以
下
。
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21)

刑
法
第
二
じ
三
条

ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
ス

ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
ス

28)

キ
ム
ジ
ョ
ン
ワ
ン
『
四

頁。
(29)

ソ
ン
ド
ン
グ
ォ
ン
『
刑
法
各
論
第
二
改
正
版
」
（
栗
谷
出
版
社
、
二

0
0
七
）
一

0
六
頁
、
ハ
ク
サ
ン
ギ
『
刑
法
各
論
第
八
版
」
（
博
英
社
、

5

゜

二
0
0
八
）
九
三
頁
、
ベ
ジ
ョ
ン
デ
『
刑
法
各
論
第
八
版
』
（
弘
文
社
、
二

0
一
三
）
一
八
七
頁
、
オ
ヨ
ン
グ
ン
『
刑
法
入
門
第
四
版
』
（
博
英
社
、

3

二
0
一
六
）
二
九
八
頁
な
ど
。

66
 

学

(30)

大
法
院
判
決
一
九
八
六
年
七
月
八
日
宣
告
八
四
ド
ニ
九
ニ
ニ
判
決
。

(31)

ま
た
、
同
判
例
は
、
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
行
為
が
児
童
憚
祉
法
に
違
反
す
る
か
否
か
に
対
し
て
、
「
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
『
児
童
に
淫
法大

行
を
さ
せ
る
行
為
』
を
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
『
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
」
こ
と
は
、
行
為
者
が
児
童
に
第
三
者
を
相
手
反

に
し
て
淫
行
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
が
直
接
そ
の
児
童
の
淫
行
の
祖
手
に
な
る
こ
と
ま
で
含
む
意
味
で
は
な
い
」
と
判
示
し
、
法
律

の
適
用
を
排
除
し
た
。
大
法
院
二

0
0
0
年
四
月
二
五

B
宣
告
二

0
0
0
ド
ニ
ニ
三
判
決
。

(
3
2
)キ
ム
ス
ル
ギ
•
前
掲
論
文
（
注
7
)
二
0
七
頁
以
下
。

（
翌
同
様
の
主
張
と
し
て
、
カ
ン
ド
ン
ウ
ソ
ク
・
前
掲
論
文
（
注
26)
四
四
七
頁
以
下
、
イ
ム
ソ
ン
「
い
わ
ゆ
る
児
童
虐
侍
特
例
法
の
法
的
争
論

お
よ
び
実
効
性
検
討
」
慶
熙
法
学
第
五

0
巻
第
一
号
（
二

0
一
五
）
六
一
頁
。

(
3
4
)キ
ム
ス
ル
ギ
•
前
掲
論
文
（
注
7
)
ニ
―
七
頁
以
下
。

(35)

同
じ
問
題
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
チ
ェ
ヨ
ン
ジ
ン
・
前
掲
論
文
（
注
10)
三
ニ
―
頁
以
下
、
キ
ム
ヘ
キ
ョ
ン
「
児
童
福
祉
法
上
禁
止
規

定
の
刑
事
法
的
検
討
」
刑
事
政
策
研
究
第
ニ
―
巻
第
一
号
（
二

0
I
 

0
)
四
九
頁
、
イ
ホ
ジ
ュ
ン
・
前
掲
論
文
（
注
11)
、
キ
ム
ソ
ン
ギ
ュ
ウ

「
『
児
童
虐
待
犯
罪
の
処
閂'
`
t
)ぃl
J
j
”
'
、
対
す
る
批
判
的
検
討
ー
児
戸
，
＇
＇
（
犯
〗
月
パ
＼
口
占
犯
防
止
に
関
す
る
規
定
に

[
9い

て
」
法
学
論
叢
第
三
一
巻
竺
，
；
り

L

頁
、
ジ
ョ
ン
ウ
ン
ソ
ッ
ク

J
r〗
~
〗

J
"寺
に
関
す
る
特
例
法
」
の
意
氏
パ

び
今
後
の
課
題
」
被
害
者
呂
J
i
l
J
[
J
J

山

二

0
一
四
）
二

0
二
頁
以
下

36)

例

え

ば

、

児

童

し

つ

げ

口

の

区

分

、

児

童

に

対

す

719バ
9
:
J

一
九
七

0
)
九
四
頁
、

の
保
護
又
は
監
督
を
受
け
ろ
哀
＂
／

口
直
系
尊
属
に
対
し
て
前
項

の
区
分
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

年
以
下
の
懲
役
又
は
五

o
c

八
年
以
下
の
懲
役
又
は
七

0
0
/
;口i

（
博
英
社
、
二

0
0
九）

30:> 



且待氾罪の処罰等に関する特例法について

JI↑
□

―
実
際
そ
し
て
事
例
』
（
白
山
|
仇
II

L
七
頁
以
下
。

ェ
ヨ
ン
ジ
ン
・
前
掲
論
文

m)
キ
ム
ウ
ン
フ
ェ
『
家

3
8
)キ
ム
ヘ
ギ
ョ
ン
•
前
圧
，
臼
，
人

3
9
)前
田
忠
弘
他
『
刑
事
竺
人
〗
‘
、
い
し
/
/
／
二

0

一
四
）
一
三
頁
い

(40)

例
え
ば
、
一
六
週
間
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
了
し
た
五

0
名
の
男
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
治
療
を
受
け
な
か
っ
た
加
害
者
が
再

逮
捕
さ
れ
る
割
合
は
四

0
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
治
療
を
受
け
た
加
害
者
の
場
合
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

D
o
n
a
l
d
 G• 

D
u
t
t
o
n
.
 
T
h
e
 o
u
t
c
ミ
n
e
ミ
f
ミ
ミ
[
'
m
ミ
i
dミ
[
e
d
[
r
eミ
[
m
e
}
i
[
fミ、
U
ぷ
fe
assault: 
A
 q
u
a
s
i
 ,2
共
p
e
r
i
m
e
ミ
ミ
e
蕊
[
U
ミ

[i
ミ[、

1
6
3
.

V
1
0＇ 

L
E
N
C
E
 A
'
J
l
l
 VICTI~IES 

1
 (
1
9
8
6
)
.
 

(
4
1
)保
健
憚
祉
部
と
中
央
児
童
保
護
専
門
機
関
の
調
査
に
よ
る
と
、
児
童
虐
侍
の
う
ち
、
親
に
よ
る
虐
侍
が
八

0
•

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

イ
セ
ウ
ォ
ン
「
児
童
虐
待
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
判
決
分
析
研
究
こ
児
童
福
祉
法
違
反
事
例
を
中
心
に
」
韓
匡
社
会
憚
祉
学
第
六
じ
巻
第
二
号
（
ニ

0
一
五
）
―
ニ
―
頁
。

(42)

キ
ム
ソ
ン
ギ
ュ
ウ
・
前
掲
論
文
（
注
35)
二
三
頁
。
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